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オリンピック競技

パラリンピック競技・
障害者スポーツ

日本文化

国際理解・交流

支えるする（体験・交流）観る学ぶ（知る）

オリンピック・
パラリンピックの精神

学習読本を活用し、歴
史・意義、価値、役割
等について学ぶ。

映像教材や、1964年
東京大会等過去の大
会の映像や写真を観
る。

オリンピック・パラリン
ピックに関わる様々な
行事やイベントに参加
する。

地域行事等の運営に
ボランティアとして参加
する。

地域の外国人や留学
生等との交流を通し
て、国際理解を深め
る。

ス
ポ
｜
ツ

競技種目の特徴や
ルール、歴史等につい
て学ぶ。

競技の歴史や概要に
ついて調べる。

実業団や大学生など
のアスリートの実演を
観る。

様々な障害者スポー
ツを、映像を通して体
験する。

オリンピック・パラリン
ピックの要素を取り入
れた体育授業や運動
会等を行う。

特別支援学校の生徒
と共に、障害者スポー
ツを体験する。

「おもてなし親善大使」
育成塾に参加する。

環境
過去の大会や東京
2020大会における環
境への配慮を学ぶ。

東京2020大会会場予
定地等の環境への配
慮を観る。

CO2削減等、自分にで
きることを見付けて実
践する。

地域の清掃活動等に
積極的に参加する。

文
化

東京や郷土、日本の
伝統・文化について学
ぶ。

東京や郷土、日本の
伝統・文化芸能を見学
する。

伝統・文化である武道
に取り組む。

郷土の伝統・文化を伝
承するために、発信す
る。

大使館職員やその地
域に精通した方々の
講話を通して、対象国
に対する理解を深め
る。

　文京区立第十中学校オリンピック・パラリンピック教育の全体計画

小学生の部活動体験
やスポーツ指導等を
通して、社会貢献の良
さを味わう。

障害者スポーツ大会
等の運営等にボラン
ティアとして参加する。

地域の外国人、留学
生等が紹介する伝統・
文化芸能を観る。

・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法

・学習指導要領

・東京都教育委員会の教育目標

・文京区教育委員会の教育目標

人間尊重の精神に基づき、心身ともに健康で自主的精神に満

ち、民主的で文化的な国家・社会の形成者として、地域社会や

国際社会において信頼と尊敬の得られる人間性豊かな生徒を

育成します。

・自分で考え、言行に責任を持つ人間を育成する。

・仲よく助け合う人間を育成する。

・健康なからだと実践力を持った人間を育成する。

【学校の教育目標】

・生徒の実態

・保護者の願い

・地域の実態や願い

「東京都オリンピック

・パラリンピック教育」

実施方針

【オリンピック・パラリンピック教育の目標】

オリンピック・パラリンピック教育を通して、以下のような人材を育成する。

・学力、体力、道徳性の向上に、自ら主体的に取り組む人間

・社会に貢献しようとする意欲や、共に助け合い、支え合って生きようとする人間

・日本人としての自覚と誇りをもち、他国を尊重し、国際社会の発展や環境保全に貢献し、未来を拓く主体性のある人間

【「４×４の取組」における指導の重点】
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国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体
育

技術・家
庭

外国語
（英語）

総合的
な学習
の時間

特別活
動

道徳

・互いに励まし合い、高め合いながら人間関係を深める。
・郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人への尊敬の念を深め、地域社会の一員と
しての自覚をもって郷土を愛し、進んで郷土の発展に努める態度を養う。
・美しいものや気高いものに感動する心をもち、人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深
める。

伝統的な言語文化の学習を通して、国語に対する認識を深める。

オリンピック・パラリンピック競技大会で活用されている技術が産業の継承と発展
に貢献していることについて理解する。

オリンピック・パラリンピックの精神を理解し、集団や社会の一員として自主的・実
践的な態度を身に付ける。

各教科等
聖火リレーのトーチや各大会のポスターを鑑賞し、造形的な良さや美しさなどを説
明し合う。

体育理論の学習を通して、国際的なスポーツ大会などは、国際親善や世界平和
に大きな役割を果たしていることを理解する。

オリンピック・パラリンピックについて、英語で自分の考えを話したり、書いたりする
ことができるようにする。

オリンピック・パラリンピックに関連した課題を自ら見付け、主体的に解決しようと
する。

地理的分野の学習を通して、参加国・地域の人々の生活や環境の多様性を理解
する。

オリンピック・パラリンピックに関する資料を用いて、代表値や資料の散らばりに着
目して、その資料の傾向を読み取る。

第一分野の学習を通して、自然環境の保全と科学技術の利用について認識す
る。

参加国・地域の音楽の特徴をその国の文化・歴史や他の芸術と関連付けて鑑賞
する。

日常的な指導 校長講話、集会、給食等を通してオリンピック・パラリンピックへの関心を高め、精神を学ぶ。

【教科等におけるオリンピック・パラリンピック教育のねらい】
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